
事務局回答

1

東部地域包括支援センター

・ニーズの複雑化・多様化が進み困難ケース

では解決に至るまでの時間を要する傾向にあ

るようだが、今後に向けて多機関・他職種連

携における課題は何か。

・判断能力の低下している方への支援においての金銭管理に課

題があると考えています。特に、本人と関係機関（銀行等）の

やり取りの中で支援者が介在することが難しい事例などは苦慮

する傾向があります。成年後見制度の利用促進による活用の拡

大や、市民後見人の育成などが急務であると考えています。

2

中部地域包括支援センター

・4年度の重点課題・目標１「多世代他分野

でつながることができ、気軽にふれあえる継

続した居場所を作る」であるが、目標達成に

向けた計画内容どれが該当し、どのような手

法で実施する計画となっているか。

・生活支援体制整備事業の取組の中で、住民主体の取組の支

援・推進と様々なニーズと地域のサービス等のマッチングを行

なっています。特に、認知症の方とのイベントや様々な世代の

人たちと空き家を活用した取組の企画、相談の機会を通じて積

極的に利用者の声に耳を傾け、本人の「やりたい」と意欲を大

事にし、地域住民が主体となって継続できる活動につなげてい

きます。

3

西部地域包括支援センター

・重層的支援体制整備事業の対応件数はまだ

少ないとのことだが、どのような取組みが行

われたのか。

・担当圏域を越えた対応が必要なケースの実

践状況と今後に向けた課題は何か。

・重層的支援体制整備事業の実施に伴い、地域包括支援セン

ターが総合的な相談窓口となり相談内容が多岐にわたるように

なりました。様々な関係機関と今までより特に綿密な連携を図

る必要性が出てきています。特に、8050事例やひきこもりにつ

いては、精神疾患との関係が考えられるため、関係者間で統合

失調症の理解について協議の場をもちました。

・市域を越え保健所や病院、障がい福祉サービスとの話し合い

を通じ、精神疾患の共通理解が足りていないという課題が見え

てきたため、今後も継続的に協議を続けていくこととしていま

す。

4

西部地域包括支援センター

・予算書の事務費支出について、開庁時間延

長費用、土曜開庁費用をそのまま計上するの

は不適切と思わる。（人件費と思われるた

め）

・ご指摘のとおり、摘要欄に事務費として支出内容を追記する

形で委託運営法人に修正を依頼します。

5

・各包括の予算書フォーマットを統一するよ

う要望する。

・以前からフォーマットの統一を検討してきましたが、委託運

営法人毎に会計の考え方に違いが生じることから、各法人ごと

のフォーマットを使用しております。
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6

・予算案の中で「租税公課」の支出について

東部、西部は各々20,000円、中部は512,000

円と他より金額が高いのは何故か？

・中部地域包括支援センターの消費税の課税対象事業（多機関

協働事業・参加支援事業）に対して計上された額であり、この

事業は東部・西部地域包括支援センターも同様に実施するた

め、予算書の支出項目について消費税分の支出額を追記する形

で委託運営法人に修正を依頼します。

7

・事業計画及び予算において、各包括の地域

特性や活動特性が見えるように記載いただけ

ると良いと思う。

・ご提案の内容を参考にさせていただきます。

8

・地域共生社会の推進は重要かつ必須課題で

高齢者の多い逗子ですが、元気で自立生活で

きるように孤立しないようにと相談窓口の充

実を望むます。

高齢者、障がい者、子どもと一家族の中に生

活している家庭もあり、幅広い視野での対応

を望みます。

・ご意見ありがとうございます。参考にさせていただきます。


